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島根県耕作地土壊の理化学的性質

三須英雄・小柴尚博・佐野 豊（土壊肥料学研究室）

H1deo　MISU，Naoh1ro　KOSHIBA，and　Yutaka　SANO

　Some　phys1ca1and　chem1ca1Propert1es　of　the

　　　　　Farm－S011s1n　Sh1mane　Prefecture

　　　　　　　1。　ま　え　が　き

　土壊は長年にわたって耕作されている。その理学的性

質と化学的性質及び微生物学的性質はそれぞれに変化し

て，いわゆる熟田または熟

畑と称する状態になる．

熟田熟畑と称するものは未

熟なものよりも多くの収量

をあげる土壊であるから，

土壊の各種の性質間には，

ある程度の調和が保持され

ているにちがいないと考え

られる．すなわち土壊の性

質は互に相関していると考

えられるのである．土壊の

性質相互間の関係が判明す

れば，高位収穫田の基礎条

件が決定され更にひいては

高位収穫田の造成基準を確

立することが出来るのであ

る。著者等はこの目的のた

め，本実験を行ったのであ

るが，理学的性質と化学的

性質の一部が完了したので

ここに報告する．

　2。供試土壌

　　　　と実験方法

　本実験に使用した土壊は

主として島根県東部地区

（出雲地区）にわける代表

的な水田と畑の作土と心土

とであって，水田土壊の採

集点数は作土，心土各々53

点である。また，畑土壊の

採集点数は作土，心土各々25点である。

　その採集場所次ぎの通りである．

　分析方法としては機械的組成は沈降法により，

第1表水田土壊の採集場所

全窒素

土　壊
番．号

　／

　2

　3

　4

　5

　6

　ア

　8

　9

10

1
1
12

501

502

503

60／

602

603

604

605

606

607

80／

802

803

804

805

採　　集　　場　　所

松江市西川津町，鷺島

松江市乃木福富町，屋敷堀

松江市黒田町

松江市下東川津町，桜田

松江市下東川津町

松江市西川津町

松江市西川津町

松江市八幡町

松江市東津田町，森脇

松江市竹矢町，下手間田

松江市西川津町，菅田

松江市乃木福富町，大学農場

安来市植田町，西谷

安来市飯生町，申輪

安来市今津町，庄司原

江津市有福町

江津市有福温泉町，本明

江津市有福温泉町，本明

江津市川波町，佐名目

江津市二宮町，神主

江津市有福町

江津市上高田町

平田市伊野町，美野

平田市伊野村，美野

八束郡玉湯町，布志名

八束郡玉湯町，布志名

八束郡玉湯町，湯町

土　壊
番　号

806

807

901

／30／

1302

／303

／304

／305

1306

／307

1308

／3C9

／310

1311

／312

1313

／3／4

1315

／3／6

1317

1601

1602

／605

1604

／605

1606

採　　集　　場　　所

八束郡大野村

平田市伊野町，野郷

安来市荒島町，川原

簸川郡斐川村，荘原，新田下

簸川郡斐川村，荘原，学頭

簸川郡斐川村，荘原，学頭

簸川郡斐川村，荘原，吉成

簸川郡菱川村，荘原，宇屋谷

簸川郡斐川村，荘原，西谷

簸川郡菱川村，出東，沖洲

簸川郡斐川村，荘原，新田上

簸川郡菱川村，出東，三分市

簸川郡斐川村，出東，黒目

簸川郡斐川村，直江，新市

簸川郡菱川村，久木，今在家

簸川郡菱川村，直江

簸川郡斐川村，久木，申座

簸川郡斐川村，久木，今在家

簸川郡斐川村，久木，原鹿

簸川郡菱川村，久木，十六祖

那賀郡国府町，荒椙

那賀郡国府町，久代

那賀郡国府町，大金大津

那賀郡国府町　宇野

那賀郡跡市町

那賀郡跡市町
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第2表 畑土壊の採集場所

土　壊
番　号

51

52

53

58

59

60

6
1
62

63

64

65

15／

651

採　　集　　場　　所

松江市東津田町，森脇

松江市竹矢町

松江市西川津町

松江市乃木福富町，附属農高農場

松江市乃木福富町，附属農高桑園

松江市乃木福富町，大学桃園

松江市乃木福富町，大学ブドウ園

松江市乃木福富町，大学柿園

松江市乃木福富町，大学実験農場

松江市乃木福富町，大学演習林

松江市乃木福富町，大学演習林

浜田市田町

江津市青山町

土壊i
番号1

652

653

851

852

853

854

855

1651

1652

1653

／654

1655

はヶルダール法により，腐檀はヂューリン法により，置

換酸度は塩化ヵリ法（大工原法）により，真比重はピク

ノメーター法により，仮比重は真ちゅう円筒法により，

容水量は農学会法により，孔隙量は常法により定量した．

　　　　　3．機械的組成について

　　　　　　　　　　　　　　　　　土壊は岩石が風化して生

　　　　　　　　　　　　　　　　　じたものであるから，土壌

　　採　　集　　場　　所　　　　　粒子の直径は大小さまざま

　　　　　　　　　　　　　　　　　である．日本では直径が2

江津市二宮町・神主　　　　　　　　mm以上の土粒をれき（礫）

江津市上高甲町　　　　　　　　　　とよび，直径が2．0～0．01

平田市伊野町，美保
　　　　　　　　　　　　　　　　　mmの土粒を砂とよぴ，直
平田市伊野町，野郷
　　　　　　　　　　　　　　　　　径が0．01mm以下の土粒
平田市伊野町

八束郡大野村　　　　　　　を粘土と名づけてある・粘

八束郡大野村，堅道　　　　　　　　土はコロイド的性質を有し

那賀郡国府町，荒相　　　　　　　　ているので，土壊の理学的

那賀郡国府町，上府　　　　　　　　性質も化学的性質も，粘土

那賀郡跡市岡］・生畑　　　　　　　　の量と質とによって著しく

那賀郡跡市町，生畑
　　　　　　　　　　　　　　　　異なるのである。したがっ
那賀郡旭町，今市
　　　　　　　　　　　　　　　　　て，日本では細‡申の粘土

　　　　　　　　　　　　　　　　含有を基準にして土性を決

　　　　　　　　　　　　　　　　定する事に定めてある．作

　　　　物の生育が土性によって異なるのは，土壊中の粘土含量

　　　　および性質が異なるからである．

　　　　　著者等は水田及び畑土壊について機械的組成を調査し

　　　　たのであるが，その成績は第3表，第4表のとおりであ

　　　　る。

第3表水田土壊の機械的組成 〔その1〕

土壊
番号

2

4

7

8

9

／0

土層

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

1粗砂
　（％）

12．34

12．22

37．ア5

41．94

9，48
9．／4

17．06
／9．70

7．33
10．75

23．09
28．24

8，29
5．24

43．47
44．58

40．／9

42．97

1／．23

7．24

細　砂

　（％）

45．68
45．31

26．46
21．54

16．57

16．53

28．53
28．19

17．34
21．74

36．30
36．87

32．86
31．33

22．64
20．10

22，75
1ア．52

39．94
36．8ア

微砂
　（％）

20．86
19．48

21．12
18．ア7

26．52
29．13

25．56
21．87

33．25
26．04

21．98
／8．02

32．37
34．87

16．71

17．68

19．％

22．80

27．／8

26．54

粘　土

　（％）

21．12
22．99

／4．58

17．75

47．43
45．20

28．85
30．24

42．08
41．74

18．63
16．87

26．48
28．56

17．18
17．64

／ア．10

16．7／

21．65
29．55

土性名

砂壊土
　〃

〃

〃

壇壊土
　〃

壊　土
〃

埴壌土
　〃

砂壊土
　〃

壊　土
〃

砂壊土
　〃

〃

〃

〃

壊　土

1幟

／
1

12

501

502

503

601

602

603

604

905

土層

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

粗砂
　（％）

15．34

13．76

／6，50

9．75

3／．83

47．／ア

53．99
4／．57

40．60
44．31

22．23
21．41

24．41

23．98

19．53
14．89

39．62
54．85

26．55
30．58

細　砂

　（％）

26．38
21．17

微砂1粘土
　（％）

27．91

27．89

36．69

31．53

4．87
38．31

／8．99

25．54

42．05
35．35

26．22
26．29

34．59
35．57

33．37
23．26

32，53
2ろ．35

33．30
32．07

17．84

22．04

11，22

8．25

14．37
19．61

12．75
／3．08

23．85
24．55

22．60
18．55

25．80
28．20

／4．45

／2．35

18．85

21．10

　（％）

30，37
3ア．18

28．97
36．66

52，08

6．27

12．65

13．28

4．60
ア．26

27．ア0

27．75

／8．40

21．90

21．30
33．65

13，40

9．45

21．30
／6．25

土性名

、”

〃

〃

〃

埴　土
砂　土

砂壌土
　〃

砂　土
〃

壊　土
〃

砂壊土
　〃

〃

壊　土

砂壌土
砂　土

砂壌土
　〃

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu
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606

60ア

80／

802

8C3

804

805

806

807

901

1301

1302

1303

1304

1305

／306

1307

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心よ

25．23

22．23

23．43
25．3ア

11．90

21．56

5，72
5．11

6，12
6．59

20．70
22．56

65．83
61．24

／0．68

12．0ア

28．87
31．72

61．98
72．80

7．04
13．85

34．45
5／．99

30．02
33．92

36．48
26．34

6．09
21．23

7，57
6．24

62．50
49．06

25，／2

2ろ．62

18．92
16．ア8

22．52
12．ア6

25，12
1ア．05

56．06
48．64

23．80
21．91

21．25
25．38

23．01

22．78

2ア．17

19．72

1ア．48

／7．14

33．50
37．89

35．66
19．68

29，58
2ア．25

20．82
31．76

49．71

33．79

46．54

41．67

／4．ア6

27．29

22．55
23．95

26．10

25．15

25．5ア

20．18

31．66
26．ア6

19．76
21．50

28．53
25．26

9，20
8．81

2ア．66

24．67

20．61

22．38

13，33

6．47

36．56
26．／2

14．24
／1．82

17．21

17．13

2／．82

／7．26

18．45
19．81

24．78
／9．08

／2．／4

11．61

27．／0

30．20

31．55
32．ア0

40．0／

45．50

37．50
5／．08

／8．06

23．27

26．97

30．27

3，72
4．57

38．65
40．48

23．35
26．／8

7，21
3．59

22．90
22．／4

／5．65

16．5／

23．19
2／．70

20．88
24．64

25．75
25．17

2／．1／

33．01

／0．60

12．04

壊　土
ノ1！

〃

〃

壇壌土
　〃

壊　土
埴　土

砂壊土
　〃

壊　土
〃

砂　土
〃

埴壊土
　〃

砂壌土
壊　土

砂　土
〃

砂壊土
　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

壊　土
〃

砂壊土
壊　土

砂　土
〃

／308

／309

1310

1311

13／2

1313

1314

1315

1316

13／ア

1601

1602

／603

1604

／605

1606

平均

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
・心土

1ア．67

7．41

7，52
6．08

23．10
30．88

48．8／

53．77

22，64

6．23

24．74
24．35

42．33

43．52

3／．26

52．33

46．63

59．56

52．51

51．23

45．14

71．08

74，52
7ア．％

40．85
39．15

38．57

42．53

20．75
／8．97

16．53
11．20

28．28
29．89

54．29

57．40

78．10
74．76

35．／8

29．59

31．59
27．22

46．6／

44．58

52．35
52．20

40．46

30．99

42．8ア

43．38

38．37

27．04

31．34
31．51

28．48

16．13

13．61

11．08

31．77

31．00

33．／8

22．07

25．80

19．78

38．82
3／．85

30．04

27．62

／6．89

20．31

8．93
／0．43

23．13
21．65

10．89
10．40

19．65

26．17

8．27
12．84

／0．48

13．34

11．45
12．59

8．60
／1．82

9．74
10．75

／4，98

6．85

6，64
5．80

／6．97

／6．70

15．65

22．10

28．25
26．30

25．50

23．55

／9．61

19．06

11．15
／4．88

5，45
8．73

18，59
／ア．88

8，71
8．61

／／．10

23．02

／4．64

／0．6／

6．73
12．／5

14．42
11．ア0

6，40
1．58

6，41
6．51

11，40

5．94

5，23
5．16

10．41

13．15

／2．60

／3．30

25．20
34．95

21．15
33．40

20．18
21．54

　〃
砂壌土

砂　土
ノ！

砂壊土
　ノ！

砂　土
〃

　〃
砂壊土

〃

砂　土

〃

〃

砂壌土
砂　土

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　〃
砂壊土

〃

〃

壊　土
〃

砂壊土
壊　土

砂壊土
　〃

第4表畑土壊の機械的組成 （その／）

土壊番号

土層 粗砂 細砂 微砂 粘　土 土性名
土壌号番

土層 粗砂 細砂 微砂 粘　土 土性名

5
1

作土心土

　
（
％
）
7
2
．
0
5
7
8
．
1
7

　
（
％
）
1
6
．
9
5
1
2
．
5
1

（
％
）
7
，
1
4
5
．
6
2

（
％
）
3
，
8
6
3
．
7
0

砂土　〃

60
作土心土

　
（
％
）
1
0
．
8
3
1
3
．
0
3

　
（
％
）
2
8
．
5
5
3
／
．
0
8

　
（
％
）
1
8
．
0
4
1
8
．
1
2

　
（
％
）
4
2
．
5
8
3
7
．
7
7

埴壊土　〃

52
作土心土 76．3588．ア4 9，555．86 8，4／2．％ 5，692．44

〃
〃

6
1

作土心土 ／4，564．37 24．6739．67 19．4920．42 4／．2835．54
　〃壌土

53
作土心土 18．5114．75 50．Oろ53．23 15．29／4．2ア 16，171ア．ア5 砂壊土　〃

62
作土心土 9．7114．03 25．2035．％ 20．0115．／1 45．0834．90 埴壊土壊土

58
作土心土 4，487．43 19．8814．15 ／0．ア58．15 64．89ア0．27 埴　土　〃

63
作土心土 22，726．30 32．0ア43．79 20．3422．59 24．8927．32 砂壌土壊土

59作土1心土 5，707．83 ／7．85／2．05 ／ア．7015．87 58．ア564．25

〃
〃

64
作土心土 8，／34．63 36．9ア34．60 16．95／5．82 3ア．9544．95 埴壊土　〃

sokyu
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65

／51

65／

652

653

851

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

。。。1作土

1心土

853
作土
心土

1，79
3．9／

31．／3

30．82

93．67
92．14

4／．17

39．97

36．％
3／．87

1／．60

4．44

8．71
／9．00

4ア．2ア

43．22

34．％
42．42

33．7ア

35．38

2．ア8

4．86

24．08
22．93

25．84
24．ア8

／7．32

13．29

／2．84

2／．ア1

21．55
24．65

／3．61

12．38

18．75

20．10

1，80
1．40

15．20
／7．00

／6．75

／8．40

28．／0

23．93

30．25
27．0／

／ろ．65

／5．15

49．64
4／．29

16．35
／3．70

1，75
1．60

／9．55

20．／0

20．45

24．95

42．98
58．34

48．20

32．28

14．53
16．98

〃

〃

砂壊土
　〃

砂　土
〃

砂壊土
　〃

〃

〃

壇壊土
墳　土

埴壊土
壊　土

砂壊土
　〃

854

855

／65／

1652

1653

1654

1655

平均

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

20．23
／6．91

24．15

23．43

39，62
3ア．59

42．82
41．26

28．81

20．36

29．09
27．36

／5．15

17．30

28．61

27．55

／5．ろ5

／／．65

39．07
38．87

23．08
26．21

18．58
／7．69

2／．04

23．74

23．4／

28．29

21．35

23．05

23．87

25．70

28．75
23．28

24．46
25．4／

15．90

13．95

／／．ア0

14．15

25．85

25．20

／8．65

／9．60

28．85
25．25

17．98
16．85

35．67
48．／6

／2．32

／2．29

2／．40

22．25

26．90

26．90

24．30

30．70

28．85

24．75

34．65
34．40

29．67．

30．30

　〃
壇壌土

．砂土
〃

砂壌土
　〃

壌　土
〃

砂壊土
壌　土

　〃
砂壊土

壊　土
〃

！1

〃

　第3表，第4表に基いて，水田土壌における機械的組

成をとりまとめれぱ，第5表の如くになる。

第5表　水田土壊の機械的組成　〔その2）

土粒 土層 最小 最大 平均

粗砂
作土心土

5
，
7
2
5
．
／
／

74．5277．％ 28．2829．89

細砂
作土心土 4．8ア1／．08 ア8．／074．76 30．0427．62

微砂
作土心土 6，605．80 33．2554．87 19．6119．06

粘土
作土心土 4，603．59 52．0851．08 20．182／．54

　第5表の示す如く，どの土粒区分においても最小と最

大との開きは非常に大きく，殊に粘土に於いては，作土

心土ともに約1／～14倍の開きが認められる．このことは

土壊の理化学的性質全般に大きな差違のあることを示す

のである．平均的に見るときは，粘土含量は作土，心土

ともに／2．5～25．0％の申に入るから，両者いずれも砂壌

土に属するのである．

　また，前表にもとずいて，畑土壊における機械的組成

をとりまとめれば，第6表の如くになる。

　第6表の示す如く，どの土粒区分にわいても，最小と

最大との間には非常に大きな開きがある。殊に，粘土に

第6表畑土壊の機械的組成〔その2〕

土粒 土層 最小 最大 平均

粗砂
作土心土 1，794．37 93．6392．14 28．6／27．55

細砂
作土心土 2，784．86 50．3053．23 23．8725．70

微砂
作土心土 ／．80／．40 30．2525．41 ／7．98／6．85

粘土
作土心土 1，751．60 64．8970．27 29．6730．30

っいては，約37～44倍の開きがあるのである．このこと

は，土壊の理化学的性質全般に大きな差違のあることを

示すものである．平均的にみるときは，作土，心土とも

に，25．0～37．5％の申に入るから両者いずれも，壊土に

層するのである．

　以上の機械的分析の成績を総合すれば，水田土壌は平

均的に，畑土壊に比し，やや砂を多く含んでいて，砂壊

土に属するのである．畑土壊は平均的に30％前後の粘土

を含有するが，壊土に属し，まず標準的土壊であると称

することが出来る。

　上にのべたように，土粒の各区分ともに，その最小と

最大との開きが非常に大きいので，つぎに度数分布表を

作って，大部分の土壊がどちらの方向にかたよっている

かを見ることにした．



三須英雄・小柴尚博・佐野 豊：島根県耕作地土壌の理化学的性質 一／3／一

第7表 水田土壊における機械的組成分の分布表

含　　　有　　　量　（％）
土　粒 調査点数土層

O～／0 10～20 20～30 30～40 40～50 50～60 60～ア0 ア0～80 80～90 90～／00

粗　砂
作土心土 9

／
0

／
0
9

／
2
／
0 8

6
8
9

2
5

3
／

／
3

5
ろ
5
3

細　砂
作土心土

1
7
／
1

1
7
1
9

／
7
／
5 7

5
3
2

／
／

5
3
5
3

微　砂
作土心土

6
5

2
2
2
2

2
1
2
5

4
／

5
3
5
3

粘　土
作土心土 9

／
1

／
8
／
5

1
8
／
2

4
／
0 3

4

／
1

5
3
5
3

調査点数

　第ア表によって，次の事実を知ることが出来る．

　粗砂について，水田作土においては調査点数（53点）

のうち59％（31点）は0～30％（平均15％）の問に分布

しているから，水田作土の多くは，粗砂の量が少ない部

類に属しているのである．水田心土においては，調査点

数（53点）のうち57％（29点）は0～30％（平均／5％）

の問に分布しているから，水田心土の多くは，粗砂の少

い部類に属しているのである．この点は水田作土と一致

している．

　細砂について，水用作土にわいては，調査点数（53点）

のうち64％（34点）が20～40％（平均30％）の問にある

から，水用作土の多くは，細砂のやや少ない部類に属し

ているのである．水田心土においては，調査点数（53点）

のうち64％（34点）が20～40％（平均30％）の間にある

から，水田心土の多くは，細砂のやや少ない部類に属し

ているのである．

第8表

微砂については，水田作土においては，調査点数（53

点）のうち81％（43点）は／0～30％（平均20％）の間に

あるから，水田作土の多くは，微砂の少ない部類に属し

ている．水田心土においては，調査点数（53点）のうち

89％（4ア点）は／0～30％（平均20％）の間にあるから，

水田心土の多くは，微砂の少ない郡類に属している．こ

の点は水田作土とよく一致している．

　粘土について，水田作土においては，調査点数（53点）

のうち68％（43点）は／0～30％（平均20％）の間にある

から，水田作土の多くは，粘土の少ない部類に属してい

る．水目ヨ心土にわいては，調査点数（53点）のうち90％

（48点）は0～40％（平均20％）の間にあるから，水田

心土の大多数は粘土の少ない部類に属するのである。

　要するに水田土壊の多くは微砂や粘土の如き細微な土

粒を含むことが少ないのである。

畑土壊における機械的組成分の分布表

含　　有　　量　（％）
土粒 調査点数土層

0～／0 ／0～20 20～30 30～40 40～50 50～60 60～70 70～8080～90 90～／00

粗砂
作土心土 6

ア 5
6

5
3

3
4

3
2

2
1

／ 1
1

2
5
2
5

細砂
作土心土

2
2

7
6

／
0
8 5

6
2

／
／

2
5
2
5

微砂
作土心土

3
4

／
4
／
2 7

9

1 2
5
2
5

粘土
作土心土

3
3

5
4

6
6

3
6

6
3

／
／

／
／ ／

2
5
2
5

調査点数

第8表によって，次の事実を知ることが出来る．

粗砂について，畑作土においては調査点数（25点）の

うち64％（／6点）は0～30％（平均15％）の間に分布し

ているから，畑作土の多くは粗砂の少ない部類に属して

いる．畑心土にわいては，調査点数（25点）のうち52％

（13点）は0～20％（平均10％）の問に分布しているか

ら，畑心土の多くは，粗砂の少ない部類に属している．

この点は畑作土によく一致している．細砂について，畑

sokyu
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作土においては，調査点数（2庶）のうち68％（1ア点）

は／0～30％（平均20％）の問に分布しているから，畑作

土の多くは，細砂の少ない部類に属している。

　畑心土においては，調査点数（25点）のうち80％（20点）

は10～40％（平均25％）の間に分布しているから，畑心

土の多くは，細砂のやや少ない部類に属しているのであ

る。この点は水田作土と心土とによく一致している．

　微砂について，畑作土においては，調査点数（25点）

のうち84％（21点）は／0～30％（平均20％）の間に分布

しているから，畑作土の多くは，微砂の少ない部類に属

している．畑心土においては，調査点数（25点）のうち

84％（21点）は10～30％（平均20％）の問に分布してい

るから，畑心土の多くは，微砂の少ない部類に属してい

るのである．この点は畑作土と全く同様である．

　粘土について，畑作土においては，調査点数（25点）

のうち44％（／1点）はlO～30％（平均20％）の間に分布

しているから，畑作土の多くは，粘土の少ない部類に属

している．畑心土においては，調査点数（25点）のうち

48％（／2点）は20～40％（平均30％）の間に分布してい

るから，畑心土の多くは，粘土がやや少ない部類に属し

ているのである．

　耕作地（水田および畑の合計）における機械的組成に

ついては，次のことが認められる．

　粗砂について，作土においては，調査点数（78点）の

うち，その60％（47点）は0～30％（平均15％）の間に

分布しているから，作土の多くは，粗砂の少ない部類に

属している．心土においては，その調査点数（ア8点）の

うち，その41％（32点）は0～20％（平均10％）の間に

分布しているから，心土の多くは粗砂の少ない部類に属

しているのである．

　細砂について，作土においては，調査点数（78点）の

うち，その63％（49点）は20～40％（平均30％）の間に

分布しているから，作土の多くは，細砂のやや少ない部

類に属している．心土においては，調査点数（78点）の

うち，その62％（48点）は20～40％（平均30％）の間に

分布しているから，心土の多くは，細砂がやや少ない部

類に属している。この点は作土とよく一致している。

　微砂について，作土においては，調査点数（78点）の

うち，その82％（94点）は10～30％（平均20％）の間に

分布しているから，作土の多くは，微砂の少ない部類に

属している．心土においては，調査点数（78点）のうち，

その87％（68点）は／0～30％（平均20％）の問に分布し

ているから，心土の多くは，微砂の少ない部類に属して

いる．この点については，作土とよく一致している。

　粘土について，作土にわいては，調査点数（ア8点）の

うち，その60％（47点）は／0～30％（平均20％）の間に

分布しているから，作土の多くは，粘土の少ない都類に

属している．心土においては，調査点数（78点）のうち，

その47％（37点）は／0～30％（平均20％）の間に分布し

ているから，心土の多くは，粘土の少ない部類に属して

いるのである．この点は作土とよく一致している。

4。真比重について

　土壊の真比重は土壊を構成する各鉱物の含有量と比重

とによってちがう。純鉱物質土壊は大部分が石英（比重

2．6～2．7）と長石（比重2．57）であるから，土壊の比重

は差が少く，たいていは2．6～2．7である．

　土壊有機物の比重は！．2～／．アであるから，有機物の含

有量がますにつれて，土壊の比重は小さくなる。これに

反して酸化鉄（比重4．0～5．3）の量がますほど，土壊の

比重は大きくなってくる．

　水田および畑土壊における真比重は第9表，第10表の

とおりである．

第9表水田土壊の真比重

土壊
番号

2

6

ア

8

9

10

1
1

12

土層

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

真比重購

2．61
　　　50／
2．63

2．54
　　　5022．53

2．56
　　　5032，21

2．62
　　　6012．64

2．60
　　　6022．70

2．45
　　　6032．66

2．61
　　　6042．60

2．63
　　　6052．60

2．5／

　　　6062．50

2・401607
2．60

2．67
　　　8012．65

2．62
　　　8022．66

土層

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

真比重

2，59
2．62

2，55
2．63

2，57
2．60

2，56
2．65

2，55
2．64

2，60
2．64

2，01
2．61

2，61
2．66

2，50
2．64

2，54
2．5ア

2，64
2．58

2，47
2．62

購土層

803

804

805

806

807

901

1301

1302

／303

1304

／305

1306

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

真比重

2，61
2．63

2，53
2．64

2，55
2．6／

2，60
2．60

2，68
2．59

2，57
2．62

2，04
2．46

2，82
2．39

2，25
2．36

2，31
2．32

2，39
2．39

2，25
2．25
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　　1作土／30ア1肚
3，022．49

　　11・／・；鮭
2，432．46

1602
作土心土 2，6／2．65

／。。。1　　’

作土心土 2，472．24 ／・1・1鮭 2，392．4ア

！603
作土心土 2，562．56

1ス。91作土〕1心土
2，372．44

13／5
作土心土 2，402．46

1604
作土心土 2，502．58

1310
作土心土 2，232．49

／3／6
作土心土 2，452．44

1605
作土心土 2，712．62

／31／
作土心土 2，402．45

　　1作土13／ア1肚
2，542．4ア

1606
作土心土 2，632．66

／312
作土心土 2，382．39

／601
作土心土 2，442．56

平均
作土心土 2，512．54

一／33一

653
作土心土 2，632．64

／65／
作土心土 2，592．62

851
作土心土 2，672．66

／652
作土心土 2．5ア2．62・

852
作土心土

2
，
5
9
2
．
6
1 ／653

作土心土 2’562．66

853
作土心土 2，692．70

／654
作土心土 2，722．ア2

854
作土心土 2，752．82

／655
作土心土 2，062．ア0

855
作土心土 2，822，67

平均
作土心土 2，6／2．66

第10表　畑土壊の真比重

土壊番号1土層

5
1

52

53

58

59

60

6
／

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

真比重

2，53
2．4／

2，62
2．60

2，59
2．63

2．5ア

2．38

3，46
2．74

2，64
2．74

2，6／

2．58

r土壌番号1上層

62作土　　心　土

63作土　　心　土

64作土　　心土

65作土　　心　土

／51作土
　　心　土

651作土
　　　心　土

652作土
　　　心　土

1真比重

2．ア7

2．78

2，62
2．71

2，65
2．70

2．67

260

2，60
2．80

2，6／

2．62

2，62
2．6ア

　第9表，第10表の示す如く，水田土壊における真比重

は，作土においては2．0／～2．82，平均2．5／であって、心

土においては，2．2／～2．66，平均2．54である．また，畑

土壊における真比重は，作土においては，2．06～2．82、

平均2．61であって，心土においては，2．58～2．82，平均

2．66である．

　真比重は土壌成分である鉱物の種類と量により，有機

物の含有量により，まちまちであって一定ではないが，

これまでの成績によれば，日本耕作地土壊の真比重は，

2，390～2，875，平均2，619である．上記の島根県の水田

および畑土壌についてみると，水田土壊の真比重は作‡，

心土ともに，日本耕作地土壊よりも小さいが，畑土壊に

おいては，作土，心土ともに，日本耕作地土壊よりも大

きいのである．また水田土壊の真比重は作土，心土とも

に，畑土壊のものよりも小さい．

　さらに，真比重の分布状態を示せば，第11表のとわり

である．

第1／表真比重の分布表

水田，畑の別
真　　比　　重　　の　　区　　分

土　層 調査点数
2，002．／0～～2，102．202．20～2．30 2．30～2．40～2，402．50 2．50～2．60 2．60～2．ア0～2．80～2．ア02，802．90 2．シ0～3．003．00～3．／0

作　土心　土 2

3
3

5
5

9
1
0

／
6
8

1
5
2
6

1
1

／ 1
水　田 5

3
5
3作　土心　土 1畑

1 1
1

ア
1

1
2
／
2 3

8
1
2

2
5
2
5合計（水田十畑） 作　土心　土 3

3
3

5
6

1
0
1
1
・
。 2

3
9

2
7
3
8

4
9

2
2

1 7
8
7
8
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　第1／表によれば，水田作土においては，調査点数（53

点）の内，その59％（3／点）は，真比重が2．50～2．70

（平均2．60）の範囲内にあるから，日本耕作地土壊の平

均真比重2，6／9よりもやや小さい．水田心土においては，

調査点数（53点）の内，その83％（44点）が2．40～2．ア0

（平均2．55）の範囲内にあるから水田作土に比して，い

くぶん小さいのである．畑作土においては，調査点数

（25点）の内，その72％（19点）が2．50～2．70（平均2．60）

の範囲内にあるから，日本耕作地土壊　（2，6／9）に比し

やや小さい．畑心土においては，調査点数（25点）の内

その80％（20点）が2．60～2．80（平均2．70）の範囲内に

あるから，畑作土に比し，やや大きいのである．

　作土（水田および畑の合計）においては，調査点数

（ア8点）のうち，その64％（50点）が，2．50～2．70（平

均2．60）の範囲内にあるから，日本耕作地土壊の平均真

比重2，619よりもやや小さい。心土（水田わよび畑の合

計）においては，調査点数（78点）のうち，その74％

（58点）が，2．40～2．ア0（平均2．55）であるから，作土

よりもいくぶん小さい．

　　　　　　　　5．仮　比　重

　土壊の仮比重は，一定のものではなく，土壊の種類に

よってちがう．同じ土壊でも，状態を異にするとちが

う．また，土壌の構造により，土壊粒子の配列により，

有機物の含量により，土粒の形状などによって，変化す

るものである．自然状態における仮比重を知ることは土

壊構造を知るために必要である．

　仮比重は土壊の申に空気を混入している状態で測定す

るのであるから，真比重よりも小さい．

　水田および畑土壊における仮比重は第／2表，第13表の

とおりである．

第／2表水田土壊の仮比重

土壊番号

土層仮比重
土壊番号

土層 仮比重
土壊番号

土層 仮比重

1
作土心土 ／．／51．／8

7
作土心土 ／．／1／．15

50／
作土心土 ／．／3／．23

2
作土心土 1，／9／．25

8
作土心土 ／．101．／3

502
作土心土 1，／91．／9

3
作土心土 1，04／．08

9
作土心土 ／．101．／0

503
作土心土 ／．031．16

4
作土心土 ／．05／．18

10
作土心土 ／．03／．／6

601
作土心土 0．％1．06

5
作土心土 ／／91．23 ／

／
作土心土

1
，
0
6
1
．
／
／ 602

作土心土

0
．
％
1
．
0
／

6
作土心土 1，／51．20

／2
作土心土

／
．
0
6
／
．
2
／ 603

作土心土 0．％1．02

仮比重

604

605

606

60ア

80／

802

803

804

805

806

807

901

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

土壊番号

5
／

52

53

58

59

60

6
／

62

63

64

／．04

／．10

／．03

／．06

0，91
／．01

1，0／

／．04

○．8ア

0．％

0，82
0．92

／．05

／．／4

／．02

1．17

1，09
／．16

0，86
0．99

1，02
0．91

1，10
／．24

／30／作土

　　心土

／302作土
　　心土

・1303作土

　　心土

／304作土
　　心土

／305作土
　　1心土

／306

1307

／308

／309

／3／0

／31／

1312

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

0，92
／．12

／／8
／：／3

／．20

／．／5

／．／7

／，／4

／．／1

／．20

1，12
／．20

1，09
／．20

0．9ア

0．98

／．07

／．1／

／．00

／．／3

1，／6

／．25

／．02

／．／／

／3／3

13／4

／3／5

／316

／3／7

／601

／602

／603

1604

1605

1606

平均

第／3表　畑土壊の仮比重

土　層

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

仮比重

／．／7

／．26

／．20

／．39

／．08

1．10

0，94
0．94

／．Q7

／．00

／．26

1．！9

／．25

／．／9

／．／7

／．26

1，10
／．15

1，15
1．／9

土壌番号

65

15／

651

652

653

851

852

853

854

855

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

土　層

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

／．0ア

1．12

／．07

1．／7

／．00

1．／2

／．／6

／．40

／．26

1．24

0，94
／．3ア

／．28

1．28

1，10
／．1ア

0，93
0．98

0．％
／．00

0，98
／．0／

1，06
1．13

仮比重

／．2／

／．／4

／．02

／．09

1，36
／．37

1，／8

1．2／

／．／9

／．／0

／．03

／．08

0，95
／．05

／．26

／．22

1，／4

／．09

／．0／

／．10
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／651
作土心土 ／．／／1．04．

／654
作土心土 1，／3／．14

1
／652

作土心土 1，／2／．／7

・　／655
作土心土 1，02／．03

／653
作土心土 0，911．04

平均
作土心土 1，12／．／4

　第／2表，第13表の示す如く，水田土壊における仮比重

は，作土においては0．82～／．19，平均／．06であって，心

土にわいては，0．91～／．40，平均1．／3である。また，畑

土壊における仮比重は，作土においては，0．9／～／．30平

均1．／2であって，心土においては，0．94～／．37，平均

／．／4である．

　仮比重は一定のものではなく，いろいろな因子によっ

て変化するが，ふつうは／．2～／．4の間にある．日本の耕

作地は一般に良く耕やされているので1．0とみなしてよ

いとされている．上記の島根県の水田および畑土壊につ

いてみると，作土，心土とともに，平均／．06～／．14（全

平均／．／／）であって，／．0より大きいのである．このこ

とは島根県における水田わよび畑土壊は他の日本耕作地

土壊にくらべて密であると考えられる．

　さらに，仮比重の分布状態を示せば，第14表の如くで

ある．

第14表仮比重の分布表

水田，畑
土層

仮　　比　　重　　の　　区　　分
の別 　　　　I0．80～0，900．90～1．00　　　　I 　　　　1／・00～／・／01／・10～／・20

調査点数
0～0．80 ．20～／．30 ．30～1．40 ．40～／．50

水田
作土 2

／
1 20 ／ア

3 53
心土 6 8 25 ／2

1 ／ 53

畑 作土 3 6
！0

5 ／ 25
心土 1 8

／0

4 2 25

合　計 作土 2 ／4 26 2ア 8（水田十畑）
／ 78

心土 7 16 35 ／6

3 ／ 78

調査点数

　第14表によれば，水田作土にわいては，調査点数（53

点）の内，70％（3ア点）は，仮比重が／．00～／．20（平均

／．／0）の範囲内にあるから，日本耕作地土壌の平均仮比

重1．0よりやや大である。水田心土においては，調査点

数（53点）の内，その70％（3ア点）は，仮比重が，／．10

～1．30（平均1．20）の範囲内にあるから，水田作土に比

し，さらに大きいのである．

　畑作土においては，調査点数（25点）のうち，その64

％（16点）が1．00～／．20（平均／．／0）の範囲内にあるか

ら，日本耕作地土壊の平均仮比重1．0よりもやや大き

い。畑心土においては，調査点数（25点）のうち，その

72％（18点）が1．00～／．20（平均／．／0）の範囲内にあ

るから，畑作土と同じ傾向にあるのである．

　作土（水田および畑の合計）においては調査点数（78

点）のうち，その68％（5礁）が1．00～／．20（平均／．10）

の範囲内にあるから，日本耕作地土壊の平均仮比重1．0

よりもやや大きい．心土（水田および畑の合計）におい

ては調査点数（78点）のうち，その85％（66点）が，

／．00～1．30（平均1．／5）の範囲であるから，作土よりも

さらに大きいのである．

ントである．土壊粒子の形はもちろん，土壊の孔げき量

は土壊の水分により，土壌の構造により，土粒の配列の

粗密により，有機物や石灰の含有量などによって，著し

くちがうものである．水田および畑土壊における孔げき

量は第／5表，第／6表のとわりである．

第15表　水田土壊の孔隙量

轟1土層

4

　　　　　　⑮．乳隙量についそ

孔げき量とは土壊100グラムに対する孔げきのパーセ

6

7

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

孔隙量
（％）

55．％
55．／9

53．23
50．60

59．42

56．55

59．93

55．24

54．／7

54．48

53．04
54．9／

57．82
55．71

l1鋪

8

9

／0

／
1

／2

501

502

i土層

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

幣1

58．15
56．46

56．24
55．84

5ア．15

55．37

60．30
57．ア8

59．44
54．47

56．43
53．／1

53．4／

54．82

土壊
番号

503

601

602

603

604

605

606

土層

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

孔隙量
（％）

60．76
55．47

62．49
59．99

62．35
6／．74

63．08
6／．30

60．0ア

57．85

60．56
60．09

63．63
58．33
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607

80／

802

803

804

805

806

807

901

130／

／302

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

60．151

59．5／、

66．86
62．82

66．781
64．86一

59．67
56．52’

59．ア3

55．6／

5ア．30

55．42

67－59■

6／．89

6／．89

64．881

5ア．／6

52．78

58．／2

54．60

58．25

52．64

／303

1304

1305

1306

1307

／308

1309

13／0

1311

／312

／3／3

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土
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46．85
5／．30

49．17
50．69

53．51

49．99

50．42
47．72

63．99
51．78

60．51

56．22

55．／0

54．51

55．01

54．44

51．48
49．21

5ア．16

53．65

59．アア

54．46

第16表　畑土壊の孔隙量

／3／4

1315

13／6

／3イ7

／601

1602

／603

／604

1605

／606

平均

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心⊥

作土
心土

55．／8

52．87

51．00
54．6／

52．65
49．02

50．5／

∠g．93

61．40
47．23

6／作土5224　852作土　63・4ア
　　心土54．l／　　心土　59．85

62作土5ア・7／　853作土　5ろ・09
　　心土54．85　　心土　54．68

63作土58・10　854作土　58・53
　　心土5ア．80　　心土　59．46

64作土56・6／　855作土　64・／6
　　心土55．％　　　心土　58．8ア

65作土54・8／　／65／作土　57・22
　　心土56．32　　心土　60．24

50．91
　　　　　　／515／．6／

5ア．02

　　　　　　65／54．2／

62．81
　　　　　　65262．03

64．60
　　　　　　65361．ア9

62．66
62．11　　851

57．98
55．59

土壊番号 土層
孔隙量（％）

土壌番号 土層
孔隙量（％）

5
／

作土心土 53．4647．61

58
作土心土 63．3360．4／

52
作土心土 54．2946．61

59
作土心土 56．3463．59

53
作土心土 58．3658．／6

60
作土心土 5／．8256．51

作土60・77／652作土　56・4／
心土61．05　　心土　55．29

作土47・83／653作土　64・48
心土47．78　　心土　60．％

作土55・021654作土　58・50
心土54．73　　心土　58．03

作土54・731655作土　6！・58
心土58．36　　心土　61．78
思圭　　套事二塞　　平均　　思　圭　　妥：琵

　第15表，第／6表の示す如く水田土壊における孔げき量

は，作土においては53．04～66．86％，平均5ア．98％であ

って，心土においては49．02～64．88％，平均55．59％で

ある．

　また，畑土壌における孔げき量は，作土においては，

47．83～64．48％，平均57．39％であって，心土において

は，46．6／～63．59，平均56．90％である．

　日本の土壊の孔げき量は42～75％，平均58％であるか

ら，島根県の土壊は水田，畑ともに，これよりもいくぶ

ん少ないという程度である．

　さらに，孔げき量の多少による分布表を作れば，第／7

表のとおりである．

第／7表　孔　隙　量　の　分　布　表

水田，畑 孔障量の区分（％）の別 土層 調査点数
40～45 45～50 30～55 55～60 60～65 65～70 70～75 75～80

水　田
作土 2 1

1
21 ／6

3 53
心土 6 20 17 ／0 53

畑 作土 ／ 7 10 7 25
心土 3 4

／2

6 25

合　計 作土 3
／8 3／ 23 3 78

（水田十畑） 心土 9 24 29 16 ア8

　この17表によれば，水田作土においては調査点数（55

点）の内のア0％（37点）は，孔げき量が55～65％（平均

60％）の範囲内にあるから，日本土壌の粗なる状態にお

調査点数

ける平均孔げき量60％と一致している．水日ヨ心土におい

ては調査点数（53点）の内の70％（37点）は，孔げき量

が50～60％（平均55％）の範囲内にあるから，日本土壊

sokyu
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の密なる状態における平均孔げき量55％によく一致して

いる．心土の構造は密であって作土の構造は粗であると

いう事実ともよく一致している．

　畑作土にわいては調査点数（2瞭）の内の96％（24点）

は，孔げき量が50～65％（平均5ア％）の範囲内にあるか

ら，日本土壊の粗なる状態における平均孔げき量60％よ

りもやや少い．畑心土にわいては，その調査点数（25点）

の内の52％（／8点）は，孔げき量が55～65％（平均60

％）の範囲内にあるから，日本土壊の密なる状態におけ

る平均孔げき量55％に比して，やや大きいという程度で

ある．

　作土（水田および畑の合計）においては調査点数（78

点）のうち，その69％（54点）が55～65％（平均60％）

の範囲にあるから，日本土壊の平均孔げき量58％よりも，

いくぶん多いという程度である．心土（水田および畑の

合計）においては，調査点数（ア8点）のうち，その68％

（53点）が50～60％（平均55％）の範囲内にあるから，

作土よりもさらに少ないのである．

　　　　　　7。容水量について

　容水量とは，土壌が重カに反して吸収保持する水分の

量であるから，作物の生育と密接な関係にある．作物が

しわれることの難易は，土壊申の水分量によってちが

い，土壌の水分保持力は，土壊の種類によってちがうか

ら，容水量を知ることは，作物栽培上，意義の深いこと

である．容水量は一定のものではなくて，粘土粒子の含

有割合により，土壊の構造により，有機物の如き吸収物

質の多少により，異なるのである．

　水田および畑土壊における容水量は第18表，第19表の

とおりである．

　　　　　　第18表水田土壊の容水量

誰土層容水量1轟土層容水量購土層容水量

作土　5／・82　8　作土　52・51503作土　60・30
心土　45．／7　　心土　46．63　　心土　48．89

2作土　46・72　g　作土　50・98601作土　61・26
　心土　37．74　　心土　49．68　　心土　57．／8

3作土　53・53／0　作土　55・79602作土　55・22
　心土　51．77　　心土　45．74　　心土　58．37

4作土　51・86／／　作土　50・82603作土　6281
　心土　44．64　　心土　48．84　　心土　60．39

・恵圭　茅＝劣／・　恵圭　栓轟・・4焦圭　竈二錫

6作土　47・9450／作土　45・21605作土　52・52
　心土　43．43　　心土　41．66　　心土　56．79

1鮭紳…鮭雛…鮭雛

607

80／

802

803

804

805

806

807

901

／301

／302

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

土壊番号

51

52

53

58

59

60

6
1

62

63

64

59．68
53．77

64．65
54．68

58．44
54．95

59．62
49．72

59．／0

51．37

49．07

46．27

58．99
58．84

58．44
6／．60

50．55
40．83

54．82
50．76

36．50

44．34

／303

／304

／305

1306

／307

1308

／309

13／0

／3／／

13／2

／3／3

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

41．46

44．26

45．86
44．68

43．27
42．28

45．75

46．95

52．7ア

44．71

54．90
55．／6

5／．／0

45．ア6

52，47
4ア．04

39．59
40．25

49．83
44．13

40．69
31．47

／3／4

／3／5

／3／6

13／7

／60／

／602

／603

／604

／605

／906

平均

〔註〕容水量は重量％で示す、

第19表　畑土壊の容水量

土　層

作　土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

容水量

42．63
36．／3

32．34
25．89

42．78
46．9ア

54．07
66．59

47．／9

57．22

38．42
34．81

37．7／

36．62

42．54
35．23

44．25
45．39

44．25
39．ア8

1土壊番号

65

151

65／

652

653

85／

852

853

854

855

一／37一

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土・

心土

作土
心土

作土
心土

土　層

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

作　土
心　土

46．69
40．44

46．0／

46．08

36．45

43．39

34．09
39．45

58．55
28．5／

35．79
3／．62

49．91

44．04

6／．43

57．97

63．75
61．％

60．76
58．83

5／．62

47．69

容水量

42．5ア

42．07

49．30
46．04

25．72
23．28

43．／9

41．04

40．04
39．63

59．05
57．50

62．36
56．27

39．68
38．79

45．52
45．99

53．03
49．09
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165／
作土心土 47．6048．％

／654
作土心土 50．7847．39

／652
作土心土 44．8942．00

1655
作土心土 55．5156．ア9

1653
作土心土 61．8954．31

平均
作土心土 45．9744．55

　　　　　〔註〕容水量は重量％で示す

　第18表，第／9表の示す如く，水田土壊における容水量

は，作土においては，34．09～64．65％，平均51．62％で

あって，心土においては，28．5／～6／．91％，平均47．69

％である。

　また，畑土壊にわける容水量は，作土においては，

25．72～6／．89％，平均45．9ア％であって，心土において

第20表容水量の

は，23．28～66．59％，平均44．55％である。

　土壊の容水量はいろいろな因子によって左右される

が，とくに強カな因子は有機物の含量である．砂質土壊

の容水量は20％くらいであるが，腐植に富む粘質土壊に

おいては70％以上であり，でい（泥）炭土においては

200％以上に及ぶのである．

　上記の島根県の水田および畑土壊についてみると，水

田土壊において，作土の容水量（51．62％）が心土の容

水量（47．69）よりも大きいのは，作土の寓植（3．37％）

が，心土の腐植（2．52％）よりも多量であることと，よ

く一致する．この傾向は，畑土壊においても同様であ

る．

　さらに，容水量の分布状態を示せば，第20表のとおり

である．

分布表
水田，畑の別

土層 容水量の区分（重量％） 調査点数
20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～50 50～55 55～60 60～65 65～70

水　　田
作土心土

／
／
2 5

2

3
／
7

／
／
／
3 1

5
8

1
0
7

8
5

5
3
5
3

畑
作土心土

1 1
1

／
／ 3

6
9
3

4
7

3
1

2
4

2
1

2
5
2
5合　計（水田十畑） 作土心土

1
／
2 2

3
8
8

／
2
2
0

1
5
2
0

／
8
9

／211． ／
0
3 ／

7
8
7
8

調査、点数

　第20表によれば，水田作土においては，調査点数（53

点）のうち，その68％（36点）は，容水量が45～60％

（平均53％）の範囲内にあるから，腐植質砂土（52．8％）

に似ている．水田心土においては，調査点数（5掠）の

うち，その5ア％（50点）は40～50％（平均45％）の範囲

内にあるから，水田作土よりも劣っている．

　畑作土においては，調査点数（25点）のうち，その76

％（／9点）が35～55％（平均45％）の範囲内にあるか

ら，水田心土によく似ている。畑心土においては，調査

点数（25点）のうち，その64％（16点）が35～50％（平

均43％）の範囲内にあるから，畑作土よりも小さい．

　作土（水田および畑の合計）においては，調査点数

（78点）のうち，その43％（33点）は45～55％（平均50

％）の範囲内にある．

　心土（水田および畑の合計）においては，調査点数

（78点）のうち，その5／％（40点）が40～50％，平均45

％の範囲内にあるから，畑作土よりも小さいのである．

と密な関係を持つので，土壌申の窒素里を測定すること

は，地カ判定上，きわめて重要なことである。

水田わよび畑土壊における窒素含量は第21表，第22表

のとおりである．

土壊

第21表　水田土壌の窒素量

番号

3

4

　　　　　8。窒素の含量について　　　　　　　　　6

　土壊中における窒素形態を大別すれば，無機態と有機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
態とに分けることができるが，窒素量の多少は直接収量

土層1誘

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

0，／7

0．12

0，22
0．／8

0，26
0．26

0，／9

0．12

0，19
0．06

0，18
0．09

0，17
0．16

土壊
番号

9

10

1
1

12

501

502

土層

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

窒素
（％）

O．21
0．／2

0，26
0．23

0，23
0．20

0，13
0．／9

0，29
0．25

0，16
0．09

0，18
0．10

土壊
番号

503

60／

602

603

604

605

606

土層

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

窒素
（％）

0，18
0．10

0，19
0．17

0，20
0．／9

0，／1

0．／6

0，／4

0．／4

0，17
0．／4

0，34
0．15
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60ア

80／

802

803

804

805

806

807

90／

130／

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

／。0．1作土

　　1心土

0，23
0．21

0，29
0．18

0，24
0．17

0，22
0．13

0，29
0．24

0，／4

0．08

0，26
0．20

0，／0

0．26

0，19
0．06

0，13
0，11

0，14
0．／2

／303

／304

1ろ05

1306

／307

1308

／309

13／0

13／／

／312

1313

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

0，20
0．17

0，16
0．／6

0，／8

0．15

0，20
0．17

0，12
0．09

0113
0．／2

0，10
0．07

0，16
0．12

■0，！2

0．09

0，13
0．／0

0，10
0．09

1314

／315

／3／6

13／ア

1601

1602

／603

1604

／605

1606

平均

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

0，／3

0．05
59

0，14
0．05

60

0，／／

0．03
6
1

O．10
0．10

62

0，22
0．08

63

0，12
0．06

64

0，23
0．2／ 65

0，35
0．25

151

0，23
0．20

651

0，21
0．14

652

0，19
0．14 653

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

0，20
0．2／

0，2／

0．22

0，14
0．／8

0，2／

0．19

0，29
0．22

0，25
0．20

O．15
0．22

0，／8

0．／3

0，07
0．04

0，20
0．08

0，13
0．／3

851

852

853

854

855

1651

1652

／653

1654

1655

平均

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

作土
心　土

0，23
0．14

0，23
0．27

0，09
0．07

0，17
0．／2

0，04
0．09

0，24
0．22

0，23
0．16

0，25
0．／7

0，／2

0．／3

0，32
0．／5

0，19
0．15

第22表　畑土壊の窒素里

土壊番号1土層

5
1

52

作土
心　土

作土
心　土

窒素（％）

0，19
0．／2

0，08
0．03

1土壊番号

53

58

土層

作土
心　土

作土
心　土

第23表窒

　　　　　　第21表，第22表の成績によれば，水田土壊においては，

　　　　　作土の窒素里は0／0～035％，平均019％であって，心

窒　素　　　土の窒素量は0．03～0．21％，平均0．／4％である。
（％）

　　　　　　畑土壊においては，作土の窒素量は0．04～0．32％，平
0，16
0．12　　　均0・／9％であって・心土の窒素量は0・0ろ～0・24・平均

　　　　　0．15％である．
0，30
0．24　　　　さらに・窒素量の多少によって・分布状態を示せば・

　　　　　第23表のとおりである．

素　　量　　の　　分　　布　　表

窒素量の区分（％）水田・畑の別 土　層 　　　l　　　l　　　10．10～0，／50．／5～0，200．20～0，250．25～0．30　　　1　　　1　　　1 調査点数
0～0．10 0．30～0．35 0．35～0．40

水　田 作土 18 14 13 6 2 53

心土 14 ／5 ／3

8 3 53

畑 作土 4 3 5 8 3 2 25

心土 5 7 5 ア 1 25

合　計 作土
∠
1 21 ／9 21 9 2 2 78

（水田十畑） 心土 19 22 ／8 15 4 78

　第23表によれば，水田作土においては，調査点数（53

点）のうち，その60％（32点）は0．10～0．20％（平均

0．15％）の範囲内にあるから，水田作土の多くは，窒素

に富むとは認められない．

　水田心土においては，調査点数（53点）のうち，その

55％（29点）は0～0．15％（平均0．08％）の範囲内にあ

るから，水田心土の多くは，はなはだ少量であると云わ

ねぱならない．

　畑作土においては，調査点数（25点）のうち，その52

％（／3点）は0．／5～0．25％（平均0．20％）の範囲内にあ

るから，畑作土の多くは，窒素に富むとは認められない。

　畑心土においては，調査点数（25点）のうち，その％
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％（24点）は0～0．25％（平均0．13％）の範囲内にある

から，畑心土のほとんど全部は極めて少量であると云わ

ねぱならない。

　作土（水田および畑の合計）においては，調査点数

（78点）のうち，その80％（61点）は窒素が0．lO～0．25

％（平均0．18％）の範囲内にある．著者等の一人（三須）

が調査したところによると，日本耕作地（水田および畑）

の全窒素量は037％である．これにくらべると，島根県

耕作地の窒素は，はなはだ少なく，全国平均の46％に相

当するに過きない。将来層の多収を望むならぱ，更に

多量の窒素を施用すべきである。

　心土（水田および畑の合計）においては，調査点数の

うち，そのア6％（59点）は窒素が0～0．20％（平均0．10

％）の範囲内にあるから，きわめて少量であると云わね

ばならない．

　　　　　⑭。腐植の含量について

　土壊申の腐植含量は作物の収穫に大きな影響を持って

いる．腐植は土壊の理学的。化学的ならびに微生物学肘

性質に至大な関係を持つ物質であるから，土壊申に腐植

の量を増加することは，土壊のあらゆる性質を改善して

多収穫をきたすもとになる．土壊における腐植含量は土

壊の種類によって著しく異なる。だから，土壊申の腐檀

量を調査することが，土壌性質の研究上にも，生産増強

の上からも，必須なことである。

　水田およぴ畑土壌における腐植含量は第24表，第25表

のとおりである。

　　　　　　第24表　水田土壊の寓檀量

轟1土層1械闘土層1貿％椚1鏑土層緋

作土　2・88　g　作土　4・37　602作土　4・44
心土　2．2ア　　　心土　4．／8　　　心土　3．68

2作土　3・46　／0　作土　3・86　603作土　4・31
　心土　3．0ア　　　心土　2．58　　　心土　4．08

3作土5・39　／1作土　2・54　604作土　2・9／
　心土　5．09　　　心土　2．44　　　心土　2．29

4作土　3・05　／2　作土　5・33　605作土　3・44
　心土　2．／4　　　心土　4．29　　　心土　2．62

5作土　3・23　501作土　2・55　606作土　6・34
　心土　0．65　　　心土　1．59　　　心土　3．32

…鮭
804作土
　　心土

805作土
　　心土

806作土
　　心土

807作土
　　心土

901作土
　　心土

1301作土
　　心土

1302作土
　　心土

／303作土
　　心土

1304作土
　　心土

土壊番号

5
1

52

53

58

・・1

60

6
1

62

63

64

65

15／

・・l　l

3，09
2．03

4，47
3．2ア

2，43
1．34

4，44
4．20

1，27
4．66

3，01
／．06

2，52
1．87

2，52
2．09

3，04
2．89

2，67
2．68

1305

1306

130ア

1308

1309

／310

1311

1312

1313

1314

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

2，8／

2．24

3，10
2．74

2，49
1．69

2，55
2．27

2，48
1．ア2

2，66
2．06

2，97
／．ア6

2，15
1．18

1，97
1．85

2，56
1．05

／3／5

13／6

1317

1601

／602

／603

1604

／605

1606

平均

第25表　畑土壊の腐植量

土　層

作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土

作土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土

腐　檀
（％）

3，98
3．9ア

／．／3

0．50
2，51
1．86

9，53
4．45

6，85
4．47
6，86
4．58
5，03
2．17
2，45
3．60
8，64
2．71

7，44
4．65
1，61
5．63
4，72
3．／9

1，49
0．98

1土壊番号

652

653

85／

852

853

854

855

1651

1652

1653

1654

1655

平均1

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

3，05
／．46

1，97
0．34

1，68
1．ア8

4，03
／．49

2，02
1．14

鮭11：詣

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

土　層

作　土

心Lよ
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土
作　土
心　土

6，17
5．06

4，34
3．74

4．1ア

3．28

3．3ア

2．52

腐　植
（％）

1，95
1．53
2，68
2．38
2，68
1．75＿

ろ．38

3．55
／．53

／．ρ3＿

2，26
1．3Z＿

1，5／

1．20＿

4，72
4．87
4，36
3．22
6．ア5

3．50
2，84
2．46

思圭111詫
思圭1蝪

6作土　2・61　502作土　3・47　607作土　4・71
　心土　1．08　　　心土　1．84　　　心土　4．18

7作土　3・03　503作土　2・70　80！作土　4・76
　心土　2．42　　　心土　1．5ア　　　心土　2．74

8作土　3・09　60／作土　4・74　802作土　4・35
　心土　2．／9　　　心土　3．61　　　心土　3．03

　第24表，第25表の成績によって，次のことを知ること

が出来ろ．

　水田土壌の作土における寓檀量は／．27～6．34％，平均

3．37％であるから，「寓植を含む」（腐檀含量2～5％）

の部類に属している。島根県における水田面積の696％
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は「腐植を含む」と云う部類に属しているのであるから，

著青等の調査成績も，平均的にはこの範囲を出ていな

い．水田土壊の心土における腐植量は0．65～5．09％，

平均2．52％である．

　また，畑土壊の作土における寓檀量は／．／3～9．53％，

平均4．Ol％であるから，「腐植を含む」（腐檀含量2～5

％）の部類に属している。島根県における畑面積の554

　　　　　　　　　　　　　　第26表腐　　植　　量

％は「腐植を含む」と云う部類に属しているのであるか

ら，著者等の調査成績も，平均的には，この範囲を出て

いない．畑土壊の心土における腐植量は，O．50～5．63％

平均2．9／％である。

　さらに，腐植量の多少による分布表を作れば，第26表

のとおりである．

の　　分　　布

水田，畑の別 腐檀量の区分（％）土層
調査点

0～1 1～2 2～3 3～4 4～5 5～6 6～ア 7～8 8～9 9～10
数

水田
作土 4

／9 ／3 13 2 2 53
心土 2 17 17 9 6 2 53

畑 作土 6 6 3 3 ／ 3 1 ／ ／ 25
心土 2 6 4 7 5 1 25

合計 作土 ／0 25 16 16 3 5 1 1 ／ 78
（水田十畑） 心土 4 23 2

1
16 1

1 3 78

調査点

　第26表によれば，水田作土においては，調査点数（53

点）のうち，85％（45点）は，腐植量が2～5％（平均

3．5％）の範囲内にあるから，水田作土の多くは，「腐檀

を含む」（腐植含量2～5％）と云う部類に属している。

島根県の水田面積の696％は「腐檀を含む」と云う部類

に属しているのである．

　水田心土にわいては，調査点数（53点）のうち，64％

（34点）は腐檀量が1～3％（平均2％）の範囲内にあ

るから，水田心土の多くは，平均的には「腐植を含む以

下」（腐植含量0～2％）の部類に属している．

　畑作土においては，調査点数（25点）のうち，48％

（／2点）は寓植量が1～3％（平均2％）の範囲内にあ

るから，畑作土の多。くは，平均的には，「腐植を含む以

下」（寓植含量0～2％）の部類に属している．島根県

における畑面積の29．8％は「腐植を含む以下」の部類に

属しているのである．著者等の成績もこれとよく一致し

ている．

　畑心土においては，調査点数（25点）のうち，68％

（17点）は腐植量が1～4％（平均2．5％）の範囲内に

あるから，畑心土の多くは，平均的には，「腐植を含む」

（腐植含量2～5％）の部類に属している。

　作土（水田および畑の合計）においては，調査点数

（78点）のうち，その78％（57点）の寓植量は，2～5

％（平均3．5％）の範囲内にあるから，作土の多くは「寓

植を含む」（寓檀量2～5％）の部類に属している。島

根県における耕作地（水田およぴ畑の作土の合計）面積

の62．5％は「腐植を含む」と云う部類に属している．著

者等の成績はこれとよく一致している。

　心土（水田および畑の合計）においては，調査点数

（78点）のうち，その57％（44点）の腐檀量は，1～3

％（平均2．0％）の範囲内にあるから，心土の多くは，

平均的には「腐植を含む以下」　（腐植量0～2％）の部

類に属している二

　　　　1⑰。置換酸度（y1）について

　日本の如き湿潤地帯における土壊は，大多数が酸性反

応を呈していて，塩基性反応や申性反応を呈している土

壊は全くないと云っても過言ではない．事実，日本の水

田土壊も，畑土壊もともに94％は酸性土壊である。

　土壊の酸性には，活酸性，加水酸性，置換酸性の3種

あるが，なかんずく置換酸性は作物の収量に及ぼす影響

が大きいので，実際問題として，古くから広く測定され

ているのである．

　著者等は島根県の水田および畑土壌について，塩化カ

リ法（大工原法）にしたがって，規定塩化カリ液を加え

て，置換酸度（y1）を定量した．その成績は第2ア表，第

28表のとわりである。

　　　　第27表水田土壌の置換酸度（y1）

土壊番号

土層 y1
土壊番号

土層 y1
土壊番号

土層1”

／
作土心土

／
．
4
8
1
．
／
1 4

作土心土 10，2／8．73

7
作土心土 ／．071．23

2
作土心土 1，82／．97

5
作
土
心
土

3，160．47

8
作土心土 0，500．20

3
作土心土 13．6018．94

6
作土心土 1，910．25

9
作土心土 0，3／0．57

／07
123

057
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10

1
1

12

501

502

503

601

602

603

604

605

606

607

801

802

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

1，2／

0．49

1，39
／．14

0，20
0．30

／．05

0，62

0，62
0．58

0，59
0．31

5，88
2．20

9．27
10．48

2／．／0

／4．80

9．05
11．78一

8，15
6．38

4，30
1．60

2，00
1．00

10．68

20．30

12，03

2．56

1．0。

804

805

806

807

901

／30／

／302

／303

1304

／305

1306

1307

1308

／309

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土

作土
心土
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0，46
0．20

0，42
0．40

○．44

0．29

5，48
4．／9

8，32
0．／9

0，5／

0．33

2，55
1．62

2，60
3．09

2，06
2．89

1，32
2．06

6，03
8．28

2，／0

6．／8

0，69
3．33

2，64
6．71

5．78
10．／5

ll・／・1鮭

ll・l／鮭

13／2作土
　　心土

　　作土！3／3

　　心土

1314作土
　　心土

　　作土／315
　　心土

／316作土
　　心土

／317作土
　　心土

1601作土
　　心土

1602作土・
　　心土

／603作土
　　心土

1604作土
　　心土

1605作土
　　心土

1606作土
　　心土

　　作土平均
　　心土

第28表　畑土壊の置換酸度（y1）

0，78
2．56

0，98
3．／3

12，65
／．28

0，6／

2．09

6／作土　0・20　852作土　19・／2
　　心土　0，20　　心土　9．12

62作土　0・30　853作土　1・40
　　心土　0．59　　心土　9．28

63作土　0・40　854作土　0・42
　　心土　0．20　　心土　6．66

64作土　1・29　855作土　0・3／
　　心土10．19　　心土　O．35

0・93　　65作土35・60
6．28　　　心土20，57
0・79　　／51作土　0・68
3．／9　　　心土　0．00

2・21　　651
3．0ア

1・84　　652
1．60

／・31　　653
1．33

0・3ア　　851
0．20

2，52
2．60

3，02
2．58

8，20
8．76

2，35
0．71

3，80
3．72

土壊番号 土層 y1 土壌番号 土層 y1

51
作土心土 0，223．53

58
作土心土 17．0123．54

52
作土心土 3，744．39

59
作土心土 ／／．27／7．90

53
作土心土 3，654．29

60
作土心土 0，300．49

水田，畑の別

水　　田

畑

合　計
（水田十畑）

土　層

　作土
」ひ土
作土
心　土

作土
心　土

第29表置

／65／作土　O・48
　　　心　土　　　／．50

1652作土　0・ア3
　　　心　土　　O．68

作土　0・001653作土　O・00
心土　0．20　　心土　0．38

作土　4・151654作土　0・20
心土　2．／8　　心土　0．30

作土／6・701655作土　2・43
心土21．35　　心土　2．20
作土　0．2／　　作土　4．83心　土　　17．36　平均　　心土　　6．30

　第27表，第28表の示す如く，水田土壊の置換酸度は，

作土においては，0．3／～21．10，平均3．80下あって，心土

においては，0．20～20．30，平均3．ア1である．作土も心

土もy！の値が3～6の間にあるから，弱酸性に属してい

る．日本全国の水田土壊の80％は申性または微酸性（y1

が3以下）である．また島根県水田土壊の55％は申性ま

たは微酸性であるが，55％は弱酸性（yエが3～6）である．

　畑土壊の置換酸度は，作土においては0～35．60，平均

4．83であって，畑心土にわいては，0～23．54％，平均

6．30である．だから，畑作土は平均的には弱酸性（y1が

3～6）に属し，畑心土は強酸性（yiが6～／5）に属して

いる。日本全国の畑土壌の80％は弱酸性（y1が3～6）

である．島根県においては，畑土壊の38％は申性または

微酸性（y1が3以下）に属し，27％は弱酸性（y1が3～

6）に属し，25％は強酸性（y1が6～15）に属している

のである．

　さらに，置換酸度（y1）の分布状態を示せば，第29表

のとおりである。

換酸度（y1）の分布表
置換酸度（y1）の

0～l　l／～5
16
16
／4

／0

30
26

22
24

6
6

28
30

区分
5～10110～15115～20120～25125～30ほ0～35135～40

3
910

5
4

6
5

3
2
3
3

3

調査点数

53
53
25
25

78
78
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　日本全国の水田土壊の80％および島根県水田土壊の55

％は，ともに申性または微酸性に属しているのである．

　この第29表によれば，水田作土にわいては，調査点数

（53点）のうち，72％一（38点）は，置換酸度（y1）が0

～5（平均2．5）の間にあるから，申性または微酸性（y1

が3以下）と称する部類に属している。

　水田心土においては，調査点数（53点）のうち，76％

（40点）が0～5（平均2．5）の問にあるから，申性また

は微酸性（y1が3以下）と称する部類に属している。

　畑作土においては，調査点数（25点）のうち，80％

（20点）がO～5（平均2．5）の問にあるから，申性また

は微酸性（y1が3以下）と称する部類に属している．日

本全国の畑土壊の80％わよび島根県畑土壊の38％は，と

もに申性または微酸性に属しているのである．

　畑心土においては，調査点数（25点）のうち，64％

（／6点）が0～5（平均2．5）の間にあるから，申性また

は微酸性（y1が3以下）と称する部類に属している．

　作土（水田および畑の合計）においては，調査点数（

ア8点）のうち，ア4％（58点）は0～5（平均2．5）の間に

あるから，申性または微酸性（yエが3以下）と称する部

類に属している．

　心土（水田および畑の合計）においては，調査点数

（78点）のうち，72％（56点）が0～5（平均2．5）の間

にあるから，申性または微酸性（y1が3以下）と称する

部類に属している．

　要するに，置換酸度（y1）については，水田，畑，作

土，心土ともに大多数は弱酸性以下のものであるから，

土壊酸性を申和する目的で，とくに石灰を施用せねばな

らないと云う状態ではない。しかし，なかには極強酸性

（y1が15以上）のものもあるから，これらに対しては，

申和用石灰の施用は欠くことが出来ないのである．

11。要　　　　約

　島根県下，主として出雲地区における水田土壊（53点）

および畑土壊（25点）εこついて分析した成績を要約すれ

ば，次のとおりである．

／．機械的組成分および土性名は次ぎのとおりである。

粗砂　　細砂　　微砂　　粘土　　土性名

　　　　　　　　（％）　　　（％）
　　　作土　28．2§　30．04
水田　心土　29，89　2ア．62

　　　作土　28．61　23．87
畑　　心土　27．55　25．70

耕作地思圭　窒二劣　窒二髪

　（％）　　　（％）
19．6／　20．18　砂壌土
19．06　2／．54　砂壌土

17．9829．67壊土
／6．8530．30壊土

榊髪二姦穣壌圭

2．真比重についての平均成績は次ぎのとおりである．

3．

4
．

5．

6．

ア
．

8．

水　田

畑

耕作地

作
心

作
心

作
心

土
土

土
土

土
土

2，5／

2，54

2，6／

2，66

2，56
2．60

一143一

仮比重についての平均成績は次ぎのとわりである．

　　　　作土　　／．06水　田
　　　　心　土　　／．／3

　　　　作土　　1．12　畑　　、
　　　　心　土　　／．14

　　　　作　土　　／．09
耕作地
　　　　心土　1．／3

孔隙量についての平均成績は次ぎのとわりであ

る。

水　田

畑

耕作地

作
心

作
心

作
心

土
土

土
土

土
土

57．98（％）

55．59

57．39
56．90

57．65
56．12

容水量についての平均成績は次ぎのとおりである．

　　　　作土　51．62（％）
水田心土　47．69

　　　　作土　45．97　畑　　　　心土　44．55

　　　　作土　48．80耕作地心土　　47．25

窒素含量についての平均成績は次ぎのとおりであ

る．

　　　　作土　0．19（％）
水田心土　0．／4

　　　　作土　　0．／9
　畑　　　　心　土　　0．／5

　　　　作土　　0．19耕作地　心土　　0．／5

腐植含量についての平均成績は次ぎのとおりであ

る。

　　　　作土　3．3ア（％）
水田心土　2．52

　　　　作　土　　4．0／
　畑　、じ、土　2．91

　　　　作土　3．69耕作地心土　2．ア2

置換酸度（yi）についての平均成績は次ぎのとわ

りである．

　　　　作　土　　3．80
水田心土　3．72

　　　　作　土　　4．83
　畑　心土　6．30

　　　　作　土　　4．32
耕作地　心土　　5．01
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S岨㎜㎜ary

　Some　phys1ca1and　chem1ca1propert1es　of　the　farm　so11s1n　Izumo　d，1str1ct，were　measured　and

the　average　resu1ts　are　as　fo11ows

1　Mechamca1ana1ys1s

Soi1s

Paddy

Fie1d

Coarse　Sand

28．28（％）

28．6／

Fine　Sand

30．04（％）

23．87

Si1t　　　　　　　　　　C1ay

19．61（％）

1ア．98

20．18（％）

29．67

Soi1　C1ass

Sandy　loam

Loam

2．　True　speclf1c　gray1ty

　　　Pad，dy　soi1s　　　2．51

　　　Fie1d　soi1s　　　　　2，61

3．　ApParent　specific　graY三ty：

　　　paddy　soi1s　　　1．06

　　　Fie1d　soi1s　　　　　1，12

4．　Porosity：

　　　Pad．d．y　soi1s　　　57．98％

　　　Fie1d．soi1s　　　　　57．39％

5．Water　capacity：

　　　Paddy　soi1s　　　51．62％

　　　Fie1d　soi1s　　　　　45．97％

6．Tota1nitrogen：

　　　Pad．dy　soi1s　　　0．91％

　　　Fie1d．soi工s　　　　　O．91％

7．　Humus：

　　　Pad．d．y　soi1s　　　3．37％

　　　Fie1d－soi1s　　　　　4．01％

8，　Exchange　ac1d1ty　（y1）

　　　Padd．y　soi工s　　　3．80

　　　Fie1d　soi1s　　　　　4．87

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu


